五明地区タウンミーティングでいただいた意見等と市の回答
	☆
	項　目
	意　見　の　内　容
	対応可能性と

対応時期
	対応策または

不可能な理由等
	担当課

	1
	有害鳥獣対策
	猪が出没して芝生とか、ぶどうをやられる。猪対策を考えてほしい。


	■可　能
　■対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

□その他
	１２月補正予算により防止施設の設置費用の補助制度を設けているので、利用してください。
	農林水産課

花岡 和司

948-6567



	
	
	猪と猿を捕獲すると助成金をもらえるが、予算不足で捕獲数を20～30％カットしてくれと市から言われる。予算の確保をお願いしたい。

	■可　能
■対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

□その他
	今年度は例年以上に捕獲頭数が多く予算不足を生じたため補正予算により対応しています。今後も、引き続き予算確保に努めていきたいと考えています。
	農林水産課

花岡 和司

948-6567



	
	
	カラスについても補助対象にしてもらえると効果がより上がるのでお願いしたい。


	□可　能
□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

■不可能

□その他
	イノシシ・サルによる農作物被害が甚大であることから、カラスを対象にすることは考えていません。
	農林水産課

花岡 和司

948－6567



	☆
	項　目
	意　見　の　内　容
	対応可能性と

対応時期
	対応策または

不可能な理由等
	担　当

	1
	有害鳥獣対策（つづき）
	五明地区単独でこの問題を解決しようとせず、城北地区が一丸となって捕獲した猪を全部処理するとか、猟友会に肉の代価を渡すとかすれば自ずと猪の数も減る。

	□可　能
　□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他

	関係機関や団体などで組織する「鳥獣被害防止対策協議会」を近々に立ち上げ、いただいたご意見など踏まえながら松山市内全体で鳥獣被害対策に取り組んでいくこととしています。

	農林水産課

花岡 和司

948-6567



	
	
	パルプ工場を造って、木を伐採して（植林すれば）１５年位でドングリがなる。そういうことを利用して、山を活性化していけば（被害防止に）良いんじゃないか。


	□可　能
□対応済
□即時対応（年度内）
□次年度以降
□未定
□不可能
■その他
	現在は、放置竹林を伐採し、その跡地に広葉樹を植樹する事業やスギ・ヒノキの人工林を間伐するなど、山の活性化を図っているところです。
	農林水産課

管 正人

948-6561

	2
	バス路線の廃止
	伊予鉄バスが赤字路線を廃止すると聞く。廃止すると子どもが中学校に通えない。（何とかしてほしい）


	■可　能
　□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

■未定（対応中）

□不可能

□その他

	伊予鉄㈱の、路線バスの運営が厳しい現在の状況を受け、市・地元住民・伊予鉄道の三者でワークショップを開催しており、バス路線の維持確保を前提に、今後の方策を検討してまいりたいと考えています。

	総合交通課
坪内 洋
948-6846

	☆
	項　目
	意　見　の　内　容
	対応可能性と

対応時期
	対応策または

不可能な理由等
	担　当

	3
	環境汚染
	廃棄物を捨てているところがあり、地下水が大丈夫か心配。廃棄物が規制に合っているのか。

	□可　能
□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他
	放流水は市が年４回、業者が年１回、地下水は業者が年１回水質検査を実施していますが、異常はありません。
	廃棄物対策課

立花 秀二

948-6915

	
	
	県の許可を得て産業廃棄物の処理が始まったが、期限後、一般家庭ごみの廃棄を始めた。今は大変な状況になっている。
	□可　能
□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他
	現在、ほぼ満杯状態であり、廃棄物の搬入は停止しています。今年度末に市も測量を行う予定で、その結果により今後の方針を検討したいと思います。
	廃棄物対策課

立花 秀二

948-6915

	
	
	電池も捨てられており、将来は水俣の二の舞になるんじゃないかと心配している。
	□可　能
□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他
	平成22年8月市の測定で処分場の監視井戸から水銀が検出され、水質の調査を行いましたが異常はありませんでした。監視井戸の水銀は調査継続中です。水銀以外の項目に異常がなく、井戸が花崗岩地帯にあることから、自然由来の可能性が考えられます。

	廃棄物対策課

立花 秀二

948-6915

	☆
	項　目
	意　見　の　内　容
	対応可能性と

対応時期
	対応策または

不可能な理由等
	担　当

	4
	住宅対策
	住みたいが農地のため許可が出ない土地がある。家を建てたいという人のために規制緩和をしないと子どもも増えないと思う。
	□可　能
　□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他
	農地転用は農地法や農振法等法令の許可要件を満たすことが必要です。個別の事案につきましては、農業委員会事務局にご相談ください。
	農業委員会事務局

（農地法関連）

和田 淳一

948-6629

農林水産課

（農振法関連）

渡部 広明

948-6567

	
	
	住みたいけどなかなか住めないという状況。そこをぜひ何か鬼北町のような政策（若い人向けの公営住宅）ができないか。

	□可　能
　□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他

	現在、市営住宅は昨今の厳しい財政状況もあり建替・改修に重きを置いており、新たな市営住宅の建設は困難であることから、民間借り上げや家賃補助制度の導入について国の動向を探りながら検討していきたいと考えています。
	住宅課

樋ノ口 出見

948-6934


	
	
	遊休地を利用して若い人向けの住宅を建ててもらえるとありがたい。

	
	
	

	
	
	アパートがないから地区外へ出る。そこで子どもができて落ち着くというパターンができた。防止策として、鬼北町とかにもある公営借家を建てれば子どもが残ってくれる。

	
	
	

	☆
	項　目
	意　見　の　内　容
	対応可能性と

対応時期
	対応策または

不可能な理由等
	担　当

	5
	五明どんぐり号
	どんぐり号が登下校にしか使えない。弾力的に運行してもらえると他校との交流など、繋がりができて魅力が増えてくると思う。
	□可　能
　□対応済

□即時対応（年度内）

■次年度以降

□未定

□不可能

■その他
	登下校以外の弾力的な運行については、市や学校の行事等で通学用送迎に支障のない範囲で、運行の経費が確保できれば可能ですので、ご相談ください。
	学校教育課

小田 克己

948-6590

	
	
	日浦の人はスクールバスを利用して病院や買い物にも行っている。五明もそうしたら路線バスが少々減ってもバスが使える。何とかならないか。
	□可　能
　□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

■未定

□不可能

■その他

	日浦のスクールバスについて確認しましたが、病院や買い物でのスクールバス利用は、実施していません。　市の行事等に利用している場合もあることから、伝聞による誤解ではないかと思われます。
スクールバス以外への活用については、伊予鉄㈱の路線バスの維持確保を前提とした検討と併せて考えてまいります。
	(どんぐり号関連)

学校教育課

小田克己

948-6590
(スクールバス以外への活用関連)

総合交通課
坪内 洋
948-6846


	6
	小学校存続
	五明小学校をどうしても存続してもらいたい。
	□可　能
　■対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他
	現在、五明小学校の児童数増加に向けての取り組みとして以下のとおり行っています。

・五明小学校の市内全域からの入学

・五明小学校のスクールバスの導入
	学校教育課

小田 克己

948－6590

	☆
	項　目
	意　見　の　内　容
	対応可能性と

対応時期
	対応策または

不可能な理由等
	担　当

	7
	高齢者対策
	五明地区は菅沢地区とそれ以外の地区を分けて高齢者対策を考えなくてはいけない。配食サービスも柳谷は道路が未整備で対象地区外。そのあたりを細かく検討していく必要がある。
	□可　能
　□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

■未定

□不可能

■その他

	　配食サービスについては、山間部等の一部地域においては、配達単価・ルートの関係で配達できていない地域もありますが、今後は、配食サービスも含め、可能な限り高齢者サービスが提供できる対応策を検討してまいります。
	（高齢者サービス関連）
高齢福祉課

水本 亮

948-6408

	
	
	介護保険のパンフレットには地域によって使えないサービスが書かれている。地域にあったパンフレットにしてほしい。
	□可　能
　□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

■不可能

□その他
	介護保険のパンフレットは、広く制度を知っていただくために作成しているものです。そのため、各地域に特化したパンフレットの作成は困難ですが、サービスによっては、受けられない地域があることを明記する等、よりわかりやすい周知方法について検討してまいります。
	ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄのうち
（ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ全般）

介護保険課

小原 泰

948-6840

（高齢者福祉事業関連）高齢福祉課

水本 亮

948-6408

（保健事業関連）

健康づくり推進課

黒川 直樹

911-1820


	☆
	項　目
	意　見　の　内　容
	対応可能性と

対応時期
	対応策または

不可能な理由等
	担　当

	7
	高齢者対策

（つづき）
	同じ介護保険料や税金を払っている方が、（五明地区では）最低のサービスさえも使えていない。要支援と介護でサービスの内容にかなりの開きがあり、できれば細部まで見てもらって全ての方に介護を出していただきたい。自由に自分で町へ出られなくなった方に、最低週１、２回でもお風呂を利用して一緒にみんなとご飯を食べられる位のサービスが使えるような支援を考えてほしい。
	□可　能
　□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

■不可能

□その他
	要介護認定は、国の基準に基づき、ご本人の身体状況等を踏まえて、認定審査により判定されるため、五明地区にお住まいであることのみをもって、要介護状態と判定することはできません。
　なお、第５期高齢者福祉計画・介護保険事業計画（平成２４年度～２６年度）を策定する際に、各地区の高齢者のニーズや課題等を把握するために調査を実施することから、その結果を踏まえる中で対応を検討してまいります。
	(要会議認定・介護保険事業計画関連)
介護保険課
小原 泰

948-6840

（高齢者福祉計画関連）

高齢福祉課

水本 亮(948-6408)



	8
	まちづくり協議会支援
	来年度、準備会を終了するが、できる限り長く助成してほしい。また、予算の使途制限を緩めてもらえれば、地元に合ったような使い方で有意義に使える。
	■可　能
■対応済
□即時対応（年度内）
■次年度以降
□未定

□不可能
□その他
	協議会等への補助金は、条例及び補助金交付要綱で担保されています。
平成２３年度からは、複数の補助金などを交付金化し、協議会に使途裁量を持っていただく予定です。
	市民参画まちづくり課

矢野 和喜

948-6963


7

